て、 流る る 雲 も 何にもない。 なかなか 気が 晴々 しない 

いっそ うみば た 

から、 一層 海 端へ 行って 見ようと 思って、 さて、 ぶら 

、、ヽ フ0 

名ら 

ひとつ のみみず きわ 

門の 左側に、 井戸が 一個。 飲水で はない ので、 極め 

て塩ッ 辛い が、 底 は 浅い、 屈んで ざぶ ざぶ、 さるぼう 

く え いしだたみ ほりお ろ あわせめ 

で 汲み 得らる る。 石畳で 穿 下した 合 目に は、 この あ 

たりに 産す る 何とかい う 蟹、 甲 良が 黄色で、 足の 赤い、 

かずかぎ リ むらが 

小さな のが 数 限な く 群って 動いて 居る。 毎朝 この 水 

で 顔 を 洗う、 一 杯 頭から 浴びよう とした けれども、 あ 

んな蟹 は、 夜中に 何 をす るか 分らぬ と 思って やめた。 

門 を 出る と、 右左、 二 畝ば かり 慰みに 植えた 青田が 



みち じんか た 

路の 両側 しばらくの あいだ、 人家が 断え て は 続いた 

が、 いずれも 寝静まって、 白けた 藁屋の 中に、 何 家 も 

ど こ けはい 

何 家 も 人の 気勢が せぬ。 

せきばく やぶ あしおと よふけ さとびと 

その 寂寞 を 破る、 跫 音が 高い ので、 夜 更に 里人の 

懐 si を 受け はしない かとい う 懸念 か ら 、 誰も 咎め は せ 

ぬき あし さしあし 

ぬのに、 抜 足、 差 足、 音 は 立てまい と 思う ほど、 なお 

げ た ひびき つらぬ 

下駄の 響が 胸 を 打って、 耳 を 貫く。 

なに すべ て いま か 

何 か、 自分 は 世の中の 一 切の ものに、 現在、 恁く、 

しょんぼり よつゆ おも しろじ ゆかた 

悄然、 夜露で 重ッ くるしい、 白地の 浴衣の、 しおたれ 

た、 細い 姿で、 首 を 垂れて、 唯一 人、 由井ケ 浜へ 通ず 

る 砂 道 を迪る こと を、 見られて はならぬ、 知られて は 



て、 もはや！ 横に 倒れようかと 思った。 

処へ、 荷車が 一台、 前方から 押 寄せる が 如くに 動い 

まお か" やり 

て、 来たの は頰被 をした 百姓で ある。 

これに 夢が 覚めた ようになって、 少し 元気が つく。 

ひ からぐるま あおな わら 

曳 いて 来た は 空車で、 青菜 も、 藁 も 乗って 居 はしな 

かった が、 何故か、 雪の下の 朝市に 行く ので あろうと 

見て取つ たので、 なるほど、 星の 消えた の も、 空が 淀 

ま せい はか はら 

んで 居る の も、 夜 明に 間の ない 所為であろう。 墓 原へ 

すぎ 

出た の は 十二時 過、 それから、 ああして、 ああして、 

ここ きあい だ だいぶん 

と 此処まで 来た 間の こと を 心に 繰返して、 大分の 時 

間が 経った から。 



か はだし 

を 駆ける 内に、 いつの 間に か 脱いで しまって、 跣 足で 

ある。 

何故か は 知らぬ が、 この 船に でも 乗って 助かろうと、 

片手 を舷に 添えて、 あわただしく 擦 上ろうと する、 足 

くう まえ かか 

が 砂 を 離れて 空に かかり、 胸が 前屈みに なって、 がつ 

うつむ たま 

くり 俯向いた 目に、 船底に 銀の ような 水が 溜って 居る 

の を 見た。 

思わず ぁッ といって 失望した 時、 轟々 轟と いう 波の 

音。 山 を 覆 したよう に大 畝が 来たとば かりで、 I 

はだし いちもんじ ひきかえ といき 

I 跣 足で 一 文字に 引返した が、 吐息 もなら ず —— 寺の 

そ - ^ すき ま おい すが あく かえ 

門 を 入る と、 其処まで 隙 間もなく 追鎚 つた、 灰汁 を 覆 



ま ち 

に は 間が あつたので、 最ぅ最 う あたまが おもいから、 

そのまま 黙って、 母上の 御名 を 念じた。 < は恁ぅ 

いう ことから 気が 違う のであろう。 



底本： 「書物の 王国 U 分身」 国書 刊行会 

1999 (平成 n) 年 ー 月^日 初版 第 ー 刷 発行 

底本の 親 本： 「鏡 花 全集 第 四卷」 岩波 書店 

1941 (昭和ば) 年 3 月^日 第 ー 刷 発行 

※底本 は、 物 を 数える 際 や 地名な どに 用いる 「ケ」 (区 

点 番号 5-86) を、 大振りに つくって います。 

入力 ： 土屋隆 

校正 ： 門 田裕志 

2 oo 6 年 3 月^日 作成 

青空 文庫 作成 ファイル " 

この ファイル は、 インタ ー ネットの 図書館、 青空 文庫 



(http://www.aozora.gr.jrv) で 作られました。 入力、 

校正、 制作に あたった の は、 ボランティアの 皆さんで 



